
 

 

 

  

 

インターネットトラブル防止講座（第２回目）を実施しました 
 １学期に引き続き、９月２１日（水）に、嶋田亜紀先生を招いて、第２回インターネットトラブル防止講座を

行いました。前半は高学年を対象に、後半は低学年を対象に講座を開催しました。保護者の皆様（希望者）も、

子どもたちと共に受講してくださいました。 

 情報化社会において技術がどんどん進歩する中、トラブルをできる限り未然防止できるよう『インターネット

トラブル防止講座』の機会を設け、啓発活動を行っています。 

 インターネットトラブルは、人権や命に関わる重大なトラブルに発展する可能性があります。子どもたちも私

たち大人も共に、インターネットに潜む危険について学び、自分の身を自分で守れるようしていきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   みなさん、相手を大切にした言葉遣いができていますか？ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ４ 年 ９ 月 ２ ６ 日  

令 和 ４ 年 度 学 校 だ よ り N O .２８②  

加 古 川 市 立 平 荘 小 学 校 

 

 

「バカ」「きもい」等…侮辱罪（ぶじょくざい） 

          １年以下の懲役又は３０万円以下の罰金 

          時効は３年に 

「殺すぞ」「死ね」等…脅迫罪（きょうはくざい） 

          ２年以下の懲役又は３０万円以下の罰金 

うそを広めてからかう…名誉棄損罪（めいよきそんざい） 

          ３年以下の懲役又は５０万円以下の罰金 

  

自分の『楽しい』と
人の『楽しい』は、違
います。 
自分の『嫌だ』と人

の『嫌だ』は違いま
す。 
自分の思っているこ

と（感じていること）
と他人の思っているこ
と（感じていること）
は違います。 



インターネットトラブル防止講座より 
・ライブ配信やコラボ配信をする場合、発信したことは取り消せません。後には戻れないことを自覚しましょう。 

・位置情報から、命に関わる事件に発展したケースがあります。位置情報を第三者は見ています。いい人ばかり

ではありません。国内だけではなく、海外の知らない人からも連絡が来るケースがあります。恐ろしくなって、

いきなりブロックすることでさらに恐ろしい事案に発展することがあります。 

・アプリを使う時は、年齢制限をよく確認して使いましょう。年齢制限で引っかかっても家の人の許可があれば

OK というわけではありません。年齢制限を守らないと、困ったことが起きても助けることはできません。 

 例えば、遊園地で乗り物に乗るときに、年齢制限や身長制限がある乗り物があります。ルールがあるのです。

このルールを強行に突破していると、命に関わってきます。トラブルの可能性があるからルールがあるのです。 

・しっかりルールを守れるようになりましょう。そして、やっていいことといけないことの区別ができるように

なりましょう。 

 何のために、やっていいことといけないことのルールがあるのかも理解できるようになりましょう。 

・インターネットやゲーム等、やめる時間は守れていますか。なぜ、時間を守らなければならないのでしょう。

一つは、自分の体を痛めないためです。もう一つは、ルールを理解するためです。 

・LINE やメール等、悪口を書くことが問題になっています。犯罪です。「バカ」「きもい」「死ね」・・・等の 

誹謗中傷は、侮辱罪です。 

・学校で撮った動画を勝手にUPしてはいけません。 

・自分のパスワードは、人にはおしえないようにしましょう。また、他人のパスワードを無理やり聞き出さない

ようにしましょう。人のパスワードを使って操作すると、不正アクセス禁止法に違反します。 

・写真も書き込みもネットに出した時点で『フリー素材』になってしまいます。誰かにコピーされると取り戻す

ことはできません。 

 だからこそ、情報モラルをしっかりと守りましょう。『できること』と『していいこと』は違います。 

・ネット上の人からお金をもらったり物をもらったりしてはいけません。また、ネット上で知り合った人に会い

に行きません。「いいね」の人は、いい人ばかりではありません。 

★自分が思っていることと他人が思っていることは同じではありません。自分の楽しいことと他人の楽しいこと

は違います。また、自分の嫌だと思うことと他人の嫌だと思うことも違います。 

★小学生の皆さん、今のうちから、お互いを理解するためにコミュニケーションをとることが大切です。努めて

会話を心がけましょう。自分の「嫌だ」を周りの人にわかってもらいましょう。そして、友だちの「嫌だ」を

知りましょう。自分と他人との違いを理解しましょう。 

・スマートフォンでけんかになる人は、ふだんの生活でもけんかをしています。 

・LINE を使わないことがトラブル防止ではなく、コミュニケーションが大事なのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大人の人が、仕事中にゲームをして仕事をさぼっ

ているのを聞いて、いけないなと思いました。 

インターネットは、とてもこわいんだなあと思い

ました。 

毎年、インターネットトラブル防止講座でお話を

聞いていますが、とても大切だなと思いました。 

SNSでのやりとりをきっかけに福岡県で殺されて

しまった人がいると聞いて、怖いなと思いました。 


